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緒 言

チャは世界的に重要な嗜好飲料の一つであり，その生

産はアジア諸国およびアフリカで行われている．チャの

原産地については一元説と二元説が唱えられているが，

現在ではベトナム，ラオス，タイ，ミャンマーおよび中

国の国境地域が原産地であると推定されている

（ ， ）．一般に作物の原産地の中心に近い

ほど，遺伝的多様性が認められることが知られており，

これらの地域のチャは遺伝的変異が非常に大きいことが

予想される．したがって，ベトナム北部のチャ遺伝資源

の現地調査ならびに茶葉の化学成分分析を行うことは，

チャの進化を解析する上でも非常に重要である．

ベトナムにおけるチャの生産の始まりについては正確

な記録が残されていないが， 世紀以前には少数山岳

民族により自家用の茶園が営まれていたと考えられ，フ

ランスによる植民地経営開始後から集約的な茶園の経営
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が始まった（山口， ）．ベトナムで栽培されている

チャは紅茶用と緑茶用ともにほとんどが

に分類されるが，ベトナム国内では葉形態と製

茶品質の違いから，緑茶用茶樹の中で喬木・大葉の

と灌木・小葉の と大きく２種類

に大別している（ ）．特に，北部山岳地域において

族や 族などの少数民族により栽培され，釜

炒り茶の製法で製造される は高品質で生産量

が少ないことから，希少価値があるとされ，

は種子および苗木をベトナム国外に持ち出すことが禁止

されるほど，チャ遺伝資源として重要視されている．し

かしながら，近年ベトナム茶業研究所が育成した

や などの栄養繁殖品種に植え替えが進んでおり，

従来の実生由来の茶樹・茶園の管理があまり顧みられる

ことなく，シロアリなどの虫害による枯死や炊飯用の薪

としての使用により，急速にその姿を消しつつある．実

生由来の茶樹の調査や評価は現地調査や官能審査を中心

に行われているものの，詳細な化学成分の分析は開始さ

れたばかりであり，化学成分の特徴に着目したチャ遺伝

資源の収集および保存は行われていない（山口，

根角ら， ）．

野菜茶業研究所茶業研究部の育種素材開発チームと育

種研究室は 年と 年にベトナム茶業研究所と合

同で，ベトナム北部山岳地域におけるチャ遺伝資源探索

を実施した． 年の探索では， の種子

の収集を行ったが（根角ら， ）， 年の探索では，

の種子の他に と から

茶葉の採集を行った（根角ら， ）．本報では，

年の探索でベトナムから乾燥試料として持ち帰った茶葉

乾燥試料からカフェイン，カテキン類および遊離アミノ

酸類を抽出し，高速液体クロマトグラフィー分析を行っ

て，これらの成分含有量とその多様性を調査した．また，

茶が持つ抗酸化作用，抗腫瘍作用，血圧上昇抑制作用，

抗菌作用，抗ウィルス作用，抗アレルギー性，消臭作用，

脂質代謝改善作用などの生理機能性が近年数多く解明さ

れ，注目を集めており（村松ら， ），これらの機能性

に着目した成分育種素材としてのベトナム・チャ遺伝資

源の重要性について考察した．なお，本研究は農林水産

ジーンバンク海外遺伝資源探索事業を受けて行われた．

ここに記して深甚の謝意を表したい．

材料と方法

１ 供試植物
に属す

る および の緑茶用に栽培されて

いる以下の実生茶園 か所 個体より茶葉を一心二葉

で採集した．採集地点の地図および正確な位置について

に，採集地点の写真を にそれぞれ記した．

ポイント の 茶園は 郊外の高原状

に広がる茶園であり（ ），９点の の

新芽を採集した．ポイント の 村の茶園は

族の自家用茶園であり（ ）， 点の

の新芽を採集した．ポイント の 村

の茶園は実生茶樹の大木（ ）が高原や森林に散在す

る茶園であり（ ）， 族がはしごを利

用して新芽の摘採を行う茶園である．ここでは７点の

の新芽を採集した．ポイント の 市

郊外の茶園は穏やかな山腹に広がる茶園で（

）， 族により茶が栽培されており， 点の

の新芽を採集した．ポイント５とポイント６は

ともに 農園により経営される茶園であり，

傾斜地に広がる の実生茶園である（

）．ポイント５は 省から導入した実生由来，
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ポイント は北部山岳地域の 級の高山地帯から

導入した実生由来と伝えられている．ポイント５では

点，ポイント６では 点の を採集した．ポイ

ント は 村の山中に広がる の実生

茶園であり， 族により茶栽培が営まれている

（ ）．ここの大茶樹は世界的に有名で，この

地域の はベトナム国内で非常に高く評価され

ている．ここでは を 点採集した．ポイン

ト８は 茶工場の平坦部に広がる

の茶園であり（ ）， 点採集した．茶葉は

一心二葉で採集し，採集直後に現地で電子レンジ（ ）

を用いて殺青・乾燥させ，日本に持ち帰った．

カフェインおよびカテキン類の含有量の比較対照とし

て， 年 月に野菜茶業研究所枕崎茶業研究拠点品

種見本園の‘やぶきた’および‘べにふうき’から秋芽

を一心二葉で採集し，蒸熱・乾燥後に粉末試料とし，カ

フェインおよびカテキン類について 分析を行った．

２ 試料調整法
ベトナムから持ち帰った茶葉は で 時間処理し

て完全に乾燥させた後で，乳鉢と乳棒で粉砕して茶葉粉

末試料とし，カテキン類，カフェインおよびアミノ酸抽

出まで で保存した．
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３ カフェインおよびカテキン類分析法
カフェインおよびカテキン類の抽出は堀江ら（ ）の

方法に準じて行った．茶葉粉末試料 に ％りん酸

を加えた後，さらに のエタノールを加えてよ

く分散させた後， 時間静置して抽出を行った．その後，

ろ紙（アドバンテック， ）でろ過後，親水性メン

ブランフィルター（ ）でろ過し，分析用試料と

した．その後，武田ら（ ）の方法に準じて日本分光

の低圧グラジエント高速液体クロマトグラフィー

（ ）システムで分析を行い，分析用カラムには

（ × ，日本分光）を用いた．

標準品として，カテキン類およびカフェインはナカライ

テスクより購入し，エピガロカテキン （ メ

チル） ガレート（ ）は長良サイエンスより

購入した．

４ 遊離アミノ酸分析法
茶葉中のアミノ酸の抽出は高柳ら（ ）の方法に準

じて行った．茶葉粉末試料 を のメスフラ

スコに入れ， の熱水を加え 分間熱水浴中で抽出

を行った．その後，内部標準として ホモセリン

（ ）を加えて にメスアップし，ろ紙（アド

バンテック， ）でろ過後，親水性メンブランフィ

ルター（ ）でろ過して分析用試料とした．

アミノ酸類の分析は高柳ら（ ）および後藤ら（ ）

のオルトフタルアルデヒド（ ）によるアミノ酸の

プレカラム誘導体化 に準じて行った． で誘

導体化したアミノ酸の分析には島津製作所の シス

テムを用い，分析用カラムには （ × ，

野村化学）を用いた．標準品として使用したアミノ酸類

は和光純薬より購入した．

実験結果

１ 収集ポイントごとの茶葉カフェイン含有量の

変異
茶葉中のカフェイン含有量（％）の収集ポイントごと

の平均値，最大値，最小値および変動係数をまとめた結

果を に，収集ポイントごとにカフェイン含有量

を 段階に分類した結果を に示した．ポイント

は平均値 ％で最大値と最小値の値の差異も少な

かった．ポイント では平均値 ％と収集ポイント

の平均値の中で最も低く， ％以下の個体が ％認めら

れた．ポイント では平均値 ％，最小値 ％，

最大値 ％であった．ポイント では平均値 ％

であったが，最小値 ％，最大値 ％，変動係数

と変異幅が最も大きかった．ポイント は平均値

％であり， ％の個体が ％以上のカフェイン含有
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量を示した．ポイント では， ％と最もカフェイン

含有量の高い個体が認められ，平均値も ％と全探

索ポイントの中で最も高い数値を示し，変動係数も

と最も変異幅が少なかった．ポイント７は平均値 ％，

最小値 ％，最大値 ％を示した．ポイント は

平均値 ％と高く， ％の個体が ％以上のカフェ

イン含有量を示し，変動係数は であった．

２ 収集ポイントごとの茶葉カテキン類含有量の

変異
分析により，収集した茶葉中に含まれる（＋）

カテキン（＋ ），（ ）エピカテキン（ ），（ ）エピガ

ロカテキン（ ），（ ）エピカテキンガレート（ ），

（ ）＊ （ ）

＋ ＋

＊ （ ）
＋ （＋） （ ）

（ ） （ ） （ ） ”
（ ）

（ ） （ ）

＋ ＋

（ ） （ ）

＋ ＋

（ ） （ ）

＋ ＋

：
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（ ） エピガロカテキンガレート（ ）および

の個別含有量ならびにこれら 種のカテキ

ン類の総和（以下，総カテキン含有量）の平均値，最大

値，最小値および変動係数を に示した．また，

総カテキン含有量を収集ポイントごとに 段階に分類

した結果を に，個別カテキン含有量を収集ポイン

トごとに ないし 段階に分類した結果を に示

した．

ポイント では，総カテキン含有量の平均値は

％であり， ％の個体が総含有量 ％未満であっ

た（ ）．個別カテキン含有量では，＋ の変異幅

が最も大きく，最小値 ％，最大値 ％であり，変

動係数も と非常に大きかった（ ）．また，

含有量が ％以上の個体は認められなかった

（ ）． の平均値は ％であり，最大値

％を示す個体が認められた（ ）．

ポイント では，総カテキン含有量の平均値は

％であった（ ）．個別カテキンでは，＋

％以上の個体が ％認められた（ ）．また，

含有量の平均値は調査ポイントの中で最も高い

％を示し， 含有量が ％を示す個体が認め

られた（ ）．さらに，カフェイン含有量 ％以下の

個体は総カテキン含有量も少なかった（ ）．

ポイント では，総カテキン含有量の平均値は

％であった（ ）． ＋ は最小値 ％，最

大値 ％と変異幅が大きかった．また， 含有

量が ％未満の個体が調査ポイントの中で最も多い

％認められた（ ）．特徴的なカテキン構成を示し

た個体として， 含有量（ ％）が 含有量

（ ％）と同等の濃度を示した個体が認められた

（ ）．

ポイント では総カテキン含有量の平均値は ％

であった（ ）．個別カテキンでは＋ が最も変異

幅が大きく，最小値 ％，最大値 ％であり，変動

係数も と非常に大きかった． 含有量が

％を超える個体は認められず（ ）， の

平均値は最も低い ％であった．

ポイント では総カテキン含有量の平均値は ％

であり，総カテキン含有量 ％以上の個体が ％認め

られた（ ）．個別カテキンでは，（＋）カテキンの含

有量は最小値 ％，最大値 ％であり，変動係数も

と非常に大きかったが，含有量 ％以下の個

＋ （＋） （ ）



体が ％と多かった． 含有量 ％以上の個体は

％と多く（ ），調査個体中で最も含有量の高い

％を示す個体が認められた（ ）．また

含有量の平均値は ％であり，最大値

％を示す個体が認められた（ ）．

ポイント では，総カテキン含有量の平均値は

％と最も大きく，総カテキン含有量 ％以上の個

体が ％認められ，カテキン含有量の高い個体群であっ

た（ ）．個別カテキンでは，＋ 含有量が

最小値 ％，最大値 ％であり，変動係数も

と調査個体群の中で最も大きいが，＋ 含有量 ％以

下の個体が ％認められた（ ）． 含

有量の平均値は調査ポイント中で最も高い ％を示

し，含有量 ％を超える個体が ％，最大値 ％

を示す個体が認められた（ ， ）．また，

含有量 ％以上の個体が調査ポイント中で２番目に高い

％を示した（ ）．

ポイント では，総カテキン含有量の平均値は

％であり，総カテキン含有量 ％以上の個体が

％認められた（ ， ）．個別カテキンでは，

＋ 含有量の平均値は ％であったが，含有量 ％

以上の個体が ％認められた（ ， ）． 含

有量の平均値は調査ポイント中で最も高い ％であ

り， 含有量 ％以上の個体が ％以上を示し，全調

査個体中の最大値 ％を示す個体が認められた

（ ， ）．この 高含有個体の 含有量

は調査全個体中で最も低い ％であった（ ）．

また， 含有量の平均値は ％と調査ポイント中

で最も高く， ％以上の個体が調査ポイント中で最も多

い ％を示し（ ， ），調査全個体中の最高

値 ％を示す個体が認められた（ ）． 含

有量の平均値は ％であり（ ）， の総カ

テキン含有量に占める割合は ％と低かった．

含有量の平均値は ％であったが，調査

全個体中で最大の ％を示す個体が認められた

（ ， ）．

ポイント では，総カテキン含有量の平均値は

％であったが 総カテキン含有量 ％以上の個体

が ％認められた（ ， ）．個別カテキンでは，

＋ 含有量の平均値は調査ポイント中で最も高い

％を示し，含有量 ％以上の個体は ％，調査個

体中の最大値である ％を示す個体が認められた

（ ， ）．また， 含有量は，調査ポイント

の中で最も低い平均値 ％， 含有量 ％以下の個

体が ％認められた（ ， ）． 含有量の

平均値は ％（ ）であったが， 含有量

％を示す個体が認められ，この個体の 含有

量は ％，総カテキン含有量は ％であった

（ ）．また， 含有量の平均値は ％

と調査ポイントの中で最も大きく（ ）， ％以上

の含有量を示す個体が ％認められた（ ）．

３ 収集ポイントごとの茶葉遊離アミノ酸含有量

の変異
分析によりチャ主要遊離アミノ酸であるアラニ

ン，アルギニン，アスパラギン，アスパラギン酸，グル

タミン，グルタミン酸，セリンおよびテアニンの乾燥葉

あたり含有量を計測した．乾燥葉におけるこれら 種類

の遊離アミノ酸含有量の総和（以下，総遊離アミノ酸含

有量（％））を算出し，収集ポイントごとに 段階に類

別した結果を に示した．また，乾燥葉あたりの総

遊離アミノ酸含有量（％），個別アミノ酸含有量（％）の

平均値，最大値，最小値および変動係数について

に，含有量が高かった 種類の個別アミノ酸含

有量を濃度別に 段階に類別した結果を に示し

た．

ポイント では，総遊離アミノ酸含有量の平均値は

％であった（ ）．個別遊離アミノ酸では，グル

タミン酸の平均値が調査ポイントの中で最も高い

％であった（ ）．

ポイント では総遊離アミノ酸含有量の平均値は

％と調査ポイントで最も低く，含有量 ％未満の個

体が ％認められた（ ）．総アミノ酸含

有量 ％の個体におけるテアニン含有量は ％と

低く，カフェイン含有量は全調査個体の最小値 ％

を示した（ ）．個別の遊離アミノ酸の平均

値を見ると，含有量の多い順からテアニン ％，グ

ルタミン酸 ％，アスパラギン酸 ％であり，い

ずれも調査ポイントの中で最低値を示した（ ）．

ポイント では総遊離アミノ酸含有量の平均値

％，最大値 ％，最小値 ％であった（ ）．

ポイント では，総遊離アミノ酸含有量は平均値

％，最大値 ％，最小値 ％であった（ ）．

個別アミノ酸の平均値を見ると，セリンとグルタミンの

含有量の平均値が各調査ポイントの中で最も高かった

（ ）．

ポイント では，総遊離アミノ酸含有量の平均値は

％であった（ ）．ここでは，アルギニン含有量
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た極めて特徴的な個体であった（ ）．

ポイント では，計測した遊離アミノ酸の平均値は

％であり，テアニン含有量の平均値が収集ポイント

の中で 番目に低かった（ ）．個別遊離アミノ酸

では，アスパラギン酸含有量が ％以上を示す個体が

％認められた（ ）．

４‘やぶきた’および‘べにふうき’秋芽におけ

るカフェインおよびカテキン含有量
カフェイン含有量は‘やぶきた’と‘べにふうき’に

大きな差異は認められなかったが，カテキン含有量は全

ての成分で‘べにふうき’のほうが多く含まれており，

含有量は ％であった（ ）．

考 察

年に実施したベトナム北部山岳地域における

チャ遺伝資源の共同探索収集では，ベトナム茶業研究所

の協力により の実生茶園を中心に，

の実生茶園から実生と茶葉の採集を行った．本研究

では採取した茶葉乾燥試料の 分析を行い，カフェ

イン，カテキン類およびアミノ酸類の含有量および構成

比率について調査した． 分析の結果，採集ポイン

トごとおよび茶樹ごとにカフェイン，カテキン類および

アミノ酸含有量に差異が認められ（

），ベトナム実生茶園の遺伝的多様性が認められた．

カフェイン含有量と総カテキン含有量について見ると，

茶葉を採集した個体が に分類

されることもあり， に分類され

る‘やぶきた’より，カフェインおよびカテキン類含有

量が高い個体がほとんどであり，中国変種とアッサム変

種の交雑品種である半発酵茶・紅茶用品種の‘べにふう

き’と同等かそれ以上であった（

）．高カテキン茶は渋味が強く，煎茶に適さない

ことが多いが，近年，高カテキン茶の長期の摂取に体脂

肪低減の効果があることが報告され（土田 ），厚生
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の平均値が各調査ポイントの中で最も高い ％を示

し（ ）， ％以上の個体が ％認められ（ ），

最大値 ％であったが，変動係数も と大きく，

個体差が大きかった．

ポイント では，総遊離アミノ酸含有量の平均値は

％，であった（ ）．このポイント では，ア

スパラギン酸とアスパラギンの平均値が各調査ポイント

の中で最も高く，アスパラギン含有量が ％以上を示

す個体が ％含まれていた（ ）．

ポイント では，総遊離アミノ酸含有量は平均値

％，最大値 ％，最小値 ％であり，調査ポ

イントの中で最も変異幅が大きかった（ ， ）．

また，全アミノ酸量が ％以下の個体が ％認め

られた（ ）．この中で，テアニン含有量が調査個体

の中で最も低い ％を示した個体は 含有量

％，カフェイン含有量 ％と低い数値を示す一方，

含有量 ％と調査個体の中で最も高い数値を示し

＋

＋ ＋



労働省認可の特定保険食品として市販されている（長谷

ら， ）．したがって，ベトナム産の高カテキン含有

茶も体脂肪低減効果を目指した機能性食品，カテキン・

カフェイン抽出用の工業原料もしくは高カテキン茶育種

素材として利用可能であると考えられる．

根角らは野菜・茶業試験場枕崎支場（当時）で保存さ

れていたアッサム変種の遺伝資源を利用して，高カテキ

ン・高カフェイン含有チャ品種育成用の茶中間母本農

号を育成しているが（根角ら， ），今回の調査で見

出されたベトナムの高カテキン の中には，カ

テキン組成が茶中間母本農 号と明らかに異なる個体

も確認され，遺伝資源としての重要性と育種素材として

の可能性が示された．

一方，ベトナム政府は緑茶の栽培と輸出に力をいれて

いるが，高カテキン含有であることや製茶技術の未熟さ

から，生産される緑茶品質が低く，低価格で取引されて

いる（根角ら， ；根角ら， ）．そのため，海外で

も受け入れられる良質な緑茶生産が求められ，日本の緑

茶品種も導入されたが，土壌条件の違いや病害虫の多発

により良質な緑茶生産は困難であった（根角ら， ；

根角ら， ）．このことから，ベトナムの遺伝資源を

利用した，良質かつベトナム国内で栽培可能な緑茶品種

の育成が必要とされている．山口（ ）はベトナム産の

荒茶の化学成分について近赤外分析を行い，カフェイン

含有量は ％，タンニン類は ％である

ことを示したが，その中で 省の がタ

ンニン含量 ％であり，渋味が少なく，緑茶とし

ての品質が高く評価されていることを報告している．今

回の分析では，山口の報告よりもカフェインやカテキン

含有量が少ない個体が見出されており（ ），またア

ミノ酸含有量が高い個体も認められたことから（ ），

この様な個体を選抜して交雑を行うことにより，製茶品

質に優れた緑茶品種の開発が可能になると考えられる．

個別カテキンについて見ると，‘やぶきた’や‘べに

ふうき’のカテキン構成とは特徴を異にする個体が認め

られた（ ）．日本の緑茶品種ではほとんど

検出されない＋ の含有量は個体変異が大きく，

の茶園であるポイント で含有量の高い個

体が多く認められた．さらに，特定のカテキンの含有量

が平均値より著しく高い特徴的な個体が多く観察され，

遺伝的な多様性が認められた（ ）．機能性を持つカ

テキン類として， はがん転移抑制効果や抗アレ

ルギー性が認められている（山本ら， ）．さらに，

は よりさらに強い抗アレルギー成分

が認められ，本成分の含有量の高い‘べにふうき’が抗

アレルギー緑茶飲料として注目を集めている（山本ら，

）．今回調査したベトナム茶葉中にも 含有量

の多い個体および‘べにふうき’と同等の

を含む個体が見出された．特に， に比較して

品質・収量が劣る においても

高含有個体が見出されており，成分育種の観点から，

以外にも の保存や育種素材化が重

要であることが示された．形態的に見ても，

は純粋なアッサム変種と考えられるが， は純

粋なアッサム変種ではなく，中国変種等との交雑種や

アッサム変種と中国変種の中間的な変種である可能性が

考えられ，興味深い研究対象であるといえる（根角ら，

）．

今回の探索は 月から 月にかけて実施したが，ベ

トナムではこの時期でも新芽の収穫および緑茶製造が行

われており，日本における秋芽生育時期に相当すると考

えられる．池田ら（ ）は，施肥管理を均一に行っ

た茶園で一番茶新芽と秋芽の化学成分の比較を行ったが，

秋芽では遊離アミノ酸量が一番茶に比較すると劣ること

を報告している．さらに池田ら（ ）は一番茶新芽

と秋芽の個別遊離アミノ酸含有量を で分析し，緑

茶用品種がアッサム変種から育成された紅茶用品種より

アミノ酸含有量が多いことを明らかにした．今回の

分析の結果，遊離アミノ酸総量は池田ら（

）の煎茶品種の秋芽と同等の ％前後の数値を示

したポイントも認められたが，ポイント やポイント

のようにアミノ酸含有量が日本品種よりも著しく劣る収

集ポイントが認められた（ ）．茶葉成分は施肥や茶

期により変動があることが知られている（石垣 ）．

今回の収集地点の中で，ポイント ， ， ， および

は茶園として整備され，人力で鎌や鉈などを用いて樹形

が均一に刈りそろえられており，茶園として管理されて

いる．これに対し，ポイント は自家用製茶に使われ

る茶樹であり，ポイント は樹形の整形などの細かい

栽培管理は行われておらず，新芽の収穫は樹上に上って

行われていた．また，ポイント は台切りが行われて

いる茶樹が認められるものの，積極的な栽培管理は行わ

れていない．これらの栽培管理の違いがアミノ酸含有量

に影響を与えている可能性が高いことから，今回のアミ

ノ酸分析で得られた総遊離アミノ酸含有量の収集ポイン

ト間の差異は，遺伝的な背景よりも茶園栽培管理の差異

が大きな影響を与えた可能性が高いと考えられる．

一方，収集ポイントごとの個別アミノ酸の構成比を見
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ると，収集ポイントごとで特徴が認められ，遺伝的な多

様性が示された（ ）．個別アミノ酸につい

てみると，ほとんどの個体が遊離アミノ酸の中でテアニ

ンの含有量が最も高いが，テアニン含有量が著しく少な

い特徴的な個体が認められた（ ）．これらの個体

はカフェイン含有量やカテキン含有量も少なく，カテキ

ン類の組成に特徴が認められた．ベトナムには茶の近縁

種の存在も確認されており（山口， ），これらの個

体が近縁種との種間交雑である可能性も考えられた．ま

た，池田ら（ ）や中川（ ）はアッサム変種より育

成された紅茶品種やアッサム変種ではアルギニン含有量

が日本の煎茶品種に比較して著しく低いことを報告し，

向井ら（ ）は煎茶の遊離アミノ酸量および全窒素量

と価格の関係を調査し，テアニンやアルギニン等の特定

のアミノ酸含有量と茶の取引価格に高い相関があること

を報告している．今回のベトナムのサンプルではアルギ

ニン含有量が少ない個体が多く，アッサム変種の特徴を

示しているが，このアルギニン含有量の少なさが緑茶品

質に影響を与えている可能性がある．一方，今回の分析

ではテアニン含有量やアルギニン含有量が比較的多い個

体も見出されており，このような個体を選抜することに

より製茶品質の優れた緑茶品種の開発も可能と考えられ

る．

本研究は，ベトナムのチャ遺伝資源の詳細な化学分析

の初の報告であり，化学成分から見たチャ遺伝資源の多

様性と重要性が確認された．さらに，ベトナム国内の緑

茶栽培で重要視されている のみならず，抜根・

改植が進んでいる も成分育種素材として重

要であることが明らかになった．現在，ベトナムではベ

トナム茶業研究所を中心として，緑茶用の新品種の開発

を行っているが，チャ化学成分の分析機器は十分である

といえず，チャ遺伝資源を利用した成分育種は発展途上

にある．今後，日本とベトナムの共同でベトナムのチャ

遺伝資源の成分育種に関する研究を進めることにより，

ベトナムで栽培可能な良質の緑茶品種の開発や，生理機

能性を持つ付加価値の高い新品種の開発が可能であるこ

とが示唆された．

摘 要

年に実施したベトナム北部山岳地域のチャ遺伝

資源探索時に採集した 個体の茶葉中のカフェイン，

カテキン類および遊離アミノ酸含有量について高速液体

クロマトグラフィー（ ）で分析した．採集した個体

は全て に分類されたが，ベト

ナムでは，喬木・大葉の と灌木・小葉の

と二種類に大別されていた． 分析に

より，収集個体の多くが‘やぶきた’に比較してカフェ

インおよびカテキン含有量が高いことが確認され，アッ

サム変種の特徴を示した．また，遊離アミノ酸含有量で

は採集ポイントによっては，日本の緑茶品種のアミノ酸

含有量より低いポイントも認められたが，これには施肥

量の少なさが影響していると考えられた．カフェイン，

カテキン類および遊離アミノ酸の成分構成比には採集ポ

イント間に，多様性が認められた．また，抗アレルギー

活性を有する の含有量が ％以上を示す

個体が のみならず， の中にも複

数認められた．以上の結果から，ベトナムのチャ遺伝資

源は非常に多様性に富んでおり，成分育種の観点から見

ると，ベトナムで重要視されている 以外に

も育種素材として貴重であり，これら遺伝

資源の収集・保存ならびに有用成分分析に着目した育種

素材化とこれらを利用した品種育成が重要であることが

示唆された．
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